
人間の色知覚特性の厳密な数理モデリングと
色彩情報処理への応用
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原色

色弱者記憶色

健常者記憶色

テスト画像：（l=52,m=20,s=150)

記憶色による主観的色弱度と新しい色弱補正法の研究

人間の色覚異常と色弱補正 色弁別閾値による客観的色弱度の決定

記憶色による主観的色弱度の定義 記憶色による主観的色弱度の測定

色弱度の測定結果

元画像

色弱者の色記憶健常者の色記憶

10秒後

色弱補正結果
テスト色の画面 記憶色の選択画面

色のバリアフリー技術として、色覚異常者や色弱者の個人差
に対応できる色或いは画像の補正技術が重要である。以下で
は、Brettelの色盲モデルに基づく補正法を示す。入力画像をQ、
色盲者の見る画像をQ‘とした場合、色弱度ωの色弱者に健常者
同様にQを見せるための補正画像Pは、以下のように生成され
る。この方式では色弱度ωというパラメータを決定することが重要

人間の視覚特性は外部から観測できないため、色弱特性と客観的
な補正基準の推定が困難であった。本研究は、リーマン幾何に基づ
き、色弁別閾値を用いて、健常者と色弱者が同じ色感覚を与える補正
基準と補正方式を提案した。この方法で推定される色弱度は客観的色
弱度と呼ぶことにする。 一方、客観的色弱度は同じであっても、今ま
での色弱経験や個人感性の違いによって望ましい補正程度が異なる。

元画像

人間の記憶色は、実在の色に比べて、彩度は増幅することが
すでに心理物理実験によって確認され、人間は記憶の中で色の
鮮やかさを強調しているがわかる。そこで、色弱者と健常者の間
の、記憶色彩度の増幅幅の違いを利用して、主観的に望ましい
補正率を表す「主観的な色弱度」を定義し、その測定方法を提案

健常者の色弁別閾値楕円 色弱者の色弁別閾値楕円

LMS空間における混同色線方向に、テスト色と記憶色の候補

を選び、被験者に下記画面により記憶色の選択をしてもらう。記
憶色のテスト色からの変位を観測し、健常者と色弱者の間に変位
の比によって、主観的色弱度を求めて、色弱補正とシミュレーショ
ンを行った。またSD法の評価によって、有効性が確認された。

補正画像色弱シミュレーション画像
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